
第76号（6） 

市内の商店街 給食の風景 

二ヶ領用水 

       

●
地
域
医
療
連
携 

　
　
　
多
摩
病
院
の
取
り
組
み
は
。 

　
　
　
地
域
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
に
よ
る
外

来
診
療
を
基
本
と
し
て
医
療
機
関
情
報
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
、
高
度
医
療
機
器
の
利
用
受
け
入

れ
な
ど
連
携
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

●
縦
貫
高
速
鉄
道
線
と
横
浜
市
営
三
号
線
延
伸 

　
　
　
二
路
線
を
同
時
に
推
進
で
き
な
い
か
。 

　
　
　
市
で
は
川
崎
縦
貫
高
速
鉄
道
線
の
整
備

に
向
け
た
取
り
組
み
が
最
優
先
だ
が
、
横
浜
市

営
地
下
鉄
三
号
線
の
新
百
合
ヶ
丘
へ
の
延
伸
計

画
も
重
要
で
あ
り
、
費
用
負
担
の
関
係
も
あ
る

が
横
浜
市
と
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
く
。 

     

●
情
報
公
開
条
例
と
個
人
情
報
の
扱
い 

　
　
　
防
災
や
防
犯
の
団
体
名
簿
な
ど
の
情
報

提
供
の
あ
り
方
を
ル
ー
ル
化
す
べ
き
で
は
。 

　
　
　
名
簿
の
提
供
は
情
報
共
有
か
ら
も
重
要

だ
が
、
個
人
情
報
の
保
護
も
必
要
で
あ
り
、
市

が
保
有
す
る
団
体
の
名
簿
は
外
部
提
供
を
考
え

本
人
の
同
意
を
得
て
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。 

●
麻
し
ん
予
防
接
種
の
接
種
時
期 

　
　
　
二
十
年
度
か
ら
三
期
、
四
期
も
対
象
と

な
っ
た
が
、
前
倒
し
で
実
施
で
き
な
い
か
。 

　
　
　
前
倒
し
実
施
は
任
意
の
予
防
接
種
と
な

り
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
補
償
な
ど
が
適
用
さ

れ
な
い
な
ど
、
課
題
の
整
理
が
必
要
で
あ
る
。 

     

●
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
事
業 

　
　
　
事
業
完
成
後
の
新
た
な
整
備
に
つ
い
て

歩
行
者
と
車
両
の
分
離
を
推
進
す
べ
き
で
は
。 

　
　
　
歩
行
者
と
車
の
分
離
や
通
学
路
の
歩
道

確
保
は
重
要
だ
が
既
成
市
街
地
の
道
路
拡
幅
は

困
難
で
あ
り
、
路
側
帯
の
カ
ラ
ー
化
な
ど
に
よ

り
歩
行
空
間
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。 

●
教
員
へ
の
研
修
体
制 

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
へ
の

研
修
体
制
は
。 

　
　
　
初
任
者
に
児
童
生
徒
と
の
か
か
わ
り
方

な
ど
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
が
今
後
他
の
年
代

別
研
修
に
も
取
り
入
れ
る
な
ど
検
討
し
た
い
。 

     

●
商
店
街
の
支
援 

　
　
　
商
店
街
で
青
年
部
や
お
か
み
さ
ん
会
が

広
く
活
動
し
て
い
る
が
、
青
年
部
へ
の
支
援
は
。 

　
　
　
講
演
や
研
修
を
は
じ
め
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
の
交
流
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
新
た

に
二
十
年
度
か
ら
商
店
街
若
手
リ
ー
ダ
ー
育
成

事
業
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。 

         

●
高
次
脳
機
能
障
害 

　
　
　
障
害
を
市
民
に
周
知
し
理
解
を
広
げ
る

べ
き
だ
が
啓
発
活
動
の
進
め
方
は
。 

　
　
　
講
演
会
を
実
施
し
啓
発
し
て
い
る
が
、

引
き
続
き
講
演
会
開
催
や
啓
発
用
チ
ラ
シ
を
配

布
し
市
民
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
努
め
て
い
く
。 

     

●
小
学
校
給
食 

　
　
　
学
校
給
食
会
の
役
割
や
、
予
算
、
決
算
、

今
後
の
あ
り
方
も
広
報
し
、
保
護
者
の
理
解
を

求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。 

　
　
　
市
の
広
報
や
学
校
給
食
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
財
政
状
況
な
ど
も
詳
細
に
伝
え
た
い
。 

         

●
公
共
施
設
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減 

　
　
　
Ｃ
Ｏ
２

排
出
抑
制
の
進
捗
状
況
は
。 

　
　
　
二
十
年
度
は
太
陽
光
発
電
の
グ
リ
ー
ン

電
力
証
書
を
購
入
し
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
を

行
う
な
ど
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
、
庁
内
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
計
画
に
基
づ
き
、

電
気
・
ガ
ス
使
用
量
の
削
減
に
取
り
組
む
。 

     

●
橋
り
ょ
う
の
安
全
対
策 

　
　
　
予
防
保
全
に
向
け
た
点
検
状
況
は
。 

　
　
　
主
要
な
橋
の
定
期
点
検
が
二
十
年
度
に

完
了
予
定
で
、
こ
の
結
果
な
ど
を
も
と
に
橋
り

ょ
う
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
、
事
後

的
な
補
修
か
ら
予
防
的
な
維
持
管
理
を
進
め
る
。 

●
指
定
管
理
者
制
度 

　
　
　
施
設
の
管
理
責
任
の
考
え
方
は
。 

　
　
　
協
定
書
に
市
と
指
定
管
理
者
の
責
任
分

担
を
定
め
て
い
る
が
最
終
的
な
責
任
は
市
に
あ

る
。
安
全
性
確
保
に
は
指
定
管
理
者
へ
指
導
助

言
を
行
う
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
重
要
で
あ
り
、
事

務
手
引
き
を
改
訂
し
安
全
性
向
上
に
努
め
る
。 

     

●
二
ヶ
領
用
水 

　
　
　
二
十
三
年
三
月
の
完
成
四
百
周
年
へ
の

取
り
組
み
は
。 

　
　
　
四
百
周
年
と
い
う
節
目
を
契
機
に
二
ヶ

領
用
水
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
意
義
が
あ
り
、

市
民
の
参
加
と
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
る
よ
う
関
係
局
・
区
と
連
携
を
図
る
。 

        

●
市
民
カ
ー
ド 

　
　
　
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
端

末
で
の
証
明
書
交
付
件
数
は
全
体
の
二
・
一
％

で
あ
り
、
普
及
活
動
を
強
化
す
べ
き
で
は
。 

　
　
　
区
役
所
再
編
な
ど
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
端

末
の
役
割
は
大
き
く
、
カ
ー
ド
普
及
に
努
め
る
。 

     

●
防
火
安
全
対
策 

　
　
　
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
防

火
安
全
対
策
の
取
り
組
み
は
。 

　
　
　
消
防
局
が
立
入
検
査
し
て
消
防
法
令
違

反
を
改
善
さ
せ
る
と
と
も
に
、
研
修
会
を
開
催

し
防
火
管
理
の
教
育
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。 

●
動
物
愛
護 

　
　
　
地
域
ね
こ
活
動
の
推
進
方
策
は
。 

　
　
　
地
域
ね
こ
と
し
て
飼
養
す
る
に
は
地
域

の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
も
十
七
年
に

制
定
し
た
「
ね
こ
の
適
正
飼
養
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
活
用
し
、
野
良
ね
こ
を
減
少
さ
せ
る
「
地
域

ね
こ
」
と
い
う
考
え
方
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
。 

     

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

　
　
　
第
二
期
実
行
計
画
で
の
整
備
内
容
は
。 

　
　
　
王
禅
寺
地
区
を
含
む
広
域
型
三
カ
所
の

開
所
と
二
カ
所
の
整
備
着
手
、
土
橋
地
区
、
上

平
間
地
区
の
小
規
模
型
二
カ
所
の
開
所
と
三
カ

所
の
整
備
着
手
を
計
画
し
て
い
る
。 

●
人
事
評
価
制
度 

　
　
　
全
員
が
難
易
度
の
高
い
目
標
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。 

　
　
　
難
易
度
Ａ
、
Ｂ
は
局
の
目
標
総
数
の
三

〇
％
以
内
と
す
る
が
、
す
べ
て
の
職
員
が
目
標

の
一
つ
に
Ａ
ま
た
は
Ｂ
を
設
定
し
た
と
し
て
も

こ
の
三
〇
％
以
内
に
収
ま
る
も
の
で
あ
る
。 

     

●
個
人
情
報
の
取
り
扱
い 

　
　
　
個
人
情
報
の
保
護
は
重
要
だ
が
過
剰
反

応
も
見
ら
れ
る
の
で
は
。
市
の
見
解
は
。 

　
　
　
過
剰
反
応
は
情
報
の
取
り
扱
い
へ
の
不

安
が
一
因
で
あ
り
適
切
な
取
り
扱
い
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
市
民
へ
の
個
人
情
報
保
護
制
度
の

周
知
と
適
正
な
運
用
に
よ
り
対
処
し
て
い
く
。 

●
早
野
地
区
農
業
振
興
地
域
活
性
化
検
討
会
議 

　
　
　
十
九
年
十
二
月
に
発
足
し
た
が
、
検
討

経
過
と
方
向
性
の
取
り
ま
と
め
の
期
限
は
。 

　
　
　
農
業
振
興
策
を
中
心
に
検
討
し
て
お
り
、

土
地
利
用
の
方
向
性
は
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
二
十
年
度
中
に
素
案
を
ま
と
め
る
。 

     

●
市
滞
納
債
権
対
策 

　
　
　
債
権
回
収
の
民
間
委
託
の
検
討
は
。 

　
　
　
民
間
事
業
者
の
活
用
は
守
秘
義
務
や
個

人
情
報
保
護
な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
、
徴
収
実

績
の
向
上
な
ど
に
有
用
と
考
え
検
討
し
た
い
。 

●
都
市
整
備
事
業
基
金
の
有
効
活
用 

　
　
　
市
民
か
ら
の
寄
附
金
を
基
金
に
積
み
立

て
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る
仕
組
み
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。 

　
　
　
現
行
の
基
金
制
度
は
多
く
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
工

夫
が
必
要
だ
が
、
寄
附
金
を
ま
ち
づ
く
り
に
還

元
す
る
仕
組
み
は
重
要
で
あ
り
検
討
し
た
い
。 

     

●
理
化
学
研
究
所
と
の
連
携 

　
　
　
市
と
基
本
協
定
を
締
結
し
た
が
目
的
は
。 

　
　
　
産
業
創
出
や
医
療
の
充
実
な
ど
研
究
成

果
を
社
会
還
元
す
る
た
め
に
協
定
を
十
九
年
十

二
月
に
締
結
し
、
川
崎
病
院
で
遺
伝
子
診
断
技

術
を
活
用
し
た
臨
床
応
用
研
究
を
開
始
し
た
。 

●
多
摩
川
の
生
態
系
を
守
る
お
さ
か
な
ポ
ス
ト 

　
　
　
広
報
が
不
十
分
だ
が
今
後
の
対
応
は
。 

　
　
　
「
お
さ
か
な
ポ
ス
ト
」
は
多
摩
川
の
生

態
系
の
維
持
保
全
の
観
点
か
ら
有
意
義
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
今
後
は
環
境
局
に
相
談
窓
口
を
設
置

し
河
川
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

     

●
市
営
住
宅
の
防
火
体
制 

　
　
　
火
災
発
生
を
他
の
住
人
に
知
ら
せ
る
た

め
の
火
災
報
知
器
設
備
が
必
要
で
は
。 

　
　
　
消
防
法
上
設
置
義
務
の
な
い
住
宅
へ
の

設
置
は
コ
ス
ト
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
安
全
確

保
の
観
点
な
ど
か
ら
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

●
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト 

　
　
　
運
営
会
社
な
ど
か
ら
行
政
情
報
の
提
供

依
頼
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
。 

　
　
　
一
定
の
選
定
条
件
を
満
た
す
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
事
業
者
に
行
政
情
報
を
提
供
す
る
枠
組

み
を
検
討
し
官
民
情
報
を
一
体
的
に
発
信
す
る

サ
イ
ト
を
民
間
主
体
で
整
備
推
進
し
た
い
。 

     

● 

川
崎
社
会
保
険
病
院 

　
　
　
社
会
保
険
庁
の
組
織
改
革
に
伴
い
、
二

十
年
十
月
以
降
の
運
営
は
ど
う
な
る
の
か
。 

　
　
　
独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉

施
設
整
理
機
構
に
移
管
し
運
営
さ
れ
る
。
国
有

財
産
で
あ
る
土
地
と
建
物
な
ど
は
同
法
人
に
現

物
出
資
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。 

●
市
民
交
番 

　
　
　
市
民
交
番
へ
の
支
援
策
は
。 

　
　
　
青
色
回
転
灯
の
提
供
や
市
内
の
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
う
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
対
策
員
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。 

     

●
自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上
策 

　
　
　
市
の
自
転
車
総
合
対
策
の
検
討
は
。 

　
　
　
川
崎
駅
東
口
周
辺
地
区
を
対
象
に
七
月

に（
仮
称
）川
崎
駅
東
口
周
辺
地
区
・
総
合
的
自

転
車
対
策
検
討
会
議
を
設
置
し
て
二
十
二
年
度

の
東
口
駅
前
広
場
再
編
整
備
と
併
せ
て
実
効
性

の
あ
る
対
策
を
講
じ
て
い
く
。 

●
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度 

　
　
　
川
崎
ら
し
い
制
度
の
導
入
は
。 

　
　
　
第
四
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
の
中
で
先
進
都
市
の
調
査

を
行
い
考
え
方
や
実
施
方
法
な
ど
の
課
題
を
計

画
策
定
協
議
会
で
検
討
し
て
い
く
。 

＊ 

＊ 

＊ ＊ 

◆
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト 

　
Ｃ
Ｏ
２

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
に

つ
い
て
、
ま
ず
排
出
を
削
減
す
る
努
力
を
行

っ
た
上
で
、
削
減
困
難
な
排
出
量
を
他
の
場

所
で
の
排
出
削
減
・
吸
収
量
で
埋
め
合
わ
せ

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

◆
お
さ
か
な
ポ
ス
ト 

　
飼
え
な
く
な
っ
た
ペ
ッ
ト
の
外
来
魚
な
ど

の
放
流
に
対
応
す
る
た
め
、
受
け
入
れ
を
目

的
に
設
け
ら
れ
た
水
槽
の
こ
と
で
、
稲
田
公

園
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◆
市
民
交
番 

　
地
域
住
民
が
自
主
的
に
管
理
、
運
営
し
て

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
な
ど
を
行
う
、
地
域
防
犯

活
動
の
拠
点
で
す
。 

◆
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度 

　
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
し
介
護
予
防
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
高
齢
者
自

身
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
介
護
に
参
加
す

る
こ
と
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
応
じ

て
ポ
イ
ン
ト
が
得
ら
れ
、
蓄
積
し
た
ポ
イ
ン

ト
は
介
護
保
険
料
な
ど
に
充
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

六
月
二
十
四
日 

山
崎
　
直
史 

　
　
　
（
自
民
党
） 

大
庭
　
裕
子 

　
　
　
（
共
産
党
） 

石
田
　
康
博 

　
　
　
（
自
民
党
） 

竹
間
　
幸
一 

　
　
　
（
共
産
党
） 

菅
原
　
　
進 

　
　
　
（
公
明
党
） 

岩
崎
　
善
幸 

　
　
　
（
公
明
党
） 

浅
野
　
文
直 

　
　
　
（
自
民
党
） 

飯
塚
　
正
良 

　
　
　
（
民
主
党
） 

尾
作
　
　
均 

　
　
　
（
自
民
党
） 

市
川
　
佳
子 

　
　
　
（
民
主
党
） 

堀
添
　
　
健 

　
　
　
（
民
主
党
） 

平
子
　
瀧
夫 

　
　
　
（
公
明
党
） 

山
口
　
和
子 

（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
） 

織
田
　
勝
久 

　
　
　
（
民
主
党
） 

吉
岡
　
俊
祐 

　
　
　
（
公
明
党
） 


